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ル四天王．2017 May 19；No.680． 
13) 折笠秀樹．雑誌編集者や臨床研究者は CONSORT 声明を熟読しておこう．CLEAR! ジャーナル四天王．2017 Jul 3；
No.692． 
14) 折笠秀樹．臨床研究報道－メディアとスポンサーの役割．J-CLEAR 夏季セミナー；2017 Jul 1；東京． 
15) 折笠秀樹．臨床研究デザイン．第 2 回臨床薬理学集中講座；2017 Aug 5；逗子． 
16) 折笠秀樹．臨床試験は結果を共有するだけでなく、生データについても共有する時代になった．CLEAR! ジャーナ
ル四天王．2017 Aug 18；No.716． 
17) 折笠秀樹．医療機器の適応追加・設計変更に用いた臨床データは不十分なのか．CLEAR! ジャーナル四天王．2017 Sep 
11；No.729． 
18) 折笠秀樹．患者さんにとって福音である迅速審査の実態が好ましくなさそうだ．CLEAR! ジャーナル四天王．2017 
Sep 12；No.730． 
19) 折笠秀樹．機能性表示食品の届出に求められる臨床試験を順調に進めるには．味の素研究所 講演会；2017 Oct 5；
川崎． 
20) 折笠秀樹．新規性のある抗がん剤の幕開けに期待したい．CLEAR! ジャーナル四天王．2017 Oct 17；No.746． 
21) 折笠秀樹．医薬品・医療機器メーカーから米国医学雑誌編集者への金銭授受の実態．CLEAR! ジャーナル四天王．
2017 Nov 22；No.768． 
22) 折笠秀樹．データベース解析の方法論上の不備率は 85%にも及んでいた．CLEAR! ジャーナル四天王．2017 Dec 21；
No.785． 
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